
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《メールアドレス》 

akito@kdr.biglobe.ne.jp 

生
の
と
き
で
す
。
早
く
働
き
家
計

を
助
け
、
健
康
保
険
証
を
手
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
今
は

あ
と
二
年
で
、
政
府
が
勝
手
に
線

引
き
し
た
「
後
期
高
齢
者
」
と
な

る
身
で
す
▼
卒
業
後
、
町
工
場
の

見
習
工
と
な
り
ま
す
が
、
零
細
企

業
の
ず
ぼ
ら
さ
で
す
ぐ
に
は
手
続

が
さ
れ
ま
せ
ん
。
先
輩
職
人
と
相

撲
を
と
り
足
を
骨
折
、
あ
わ
て
て

社
長
が
手
続
き
を
と
り
健
康
保
険

に
加
入
で
き
ま
し
た
▼
寅
さ
ん
映

画
で
妹
の
さ
く
ら
が
「
お
兄
ち
ゃ

ん
保
険
証
な
い
か
ら
ね
ぇ
」
と
案

ず
る
台
詞
が
あ
り
ま
す
。
貧
乏
商

人
の
父
も
寅
さ
ん
と
同
じ
で
し
た
。

幾
ら
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
医
療

費
へ
の
不
安
も
あ
っ
て
か
頑
固
に

医
者
を
拒
み
、
結
局
、
末
期
が
ん

で
死
に
ま
し
た
▼
国
民
皆
保
険
制

度
で
、
誰
も
が
差
別
な
く
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
異
常
な
保
険
料
の
引
き

上
げ
や
自
己
負
担
の
膨
ら
み
が
、

国
民
か
ら
医
療
を
遠
ざ
け
て
い
ま

す
。
以
前
に
逆
戻
り
で
す
▼
４
月

実
施
が
せ
ま
る
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
は
、
国
民
皆
保
険
制
度

を
破
壊
し
大
量
の
医
療
難
民
を
生

み
出
し
ま
す
。
一
部
凍
結
で
は
な

く
中
止
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。(

Ｋ) 

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
肺
に
影

あ
る
と
言
わ
れ
て
も
、
父
の

商
売
が
不
振
で
医
者
に
は
掛

か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学

みどりと清流 
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長生きしたらだめですか 
北野街道 

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

〟
長
生
き
す
る
と
医
療
で
差
別
さ
れ
る
〝
こ
ん
な
と
ん
で
も
な
い
制

度
を
、
政
府
が
四
月
か
ら
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
七
五
歳
以

上
を
対
象
と
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
す
。
年
齢
で
差
を
つ

け
る
制
度
は
、
世
界
で
も
ほ
と
ん
ど
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
こ
の
記
事
は
、
二
月
三
日
付
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
刊
紙
」
か
ら
抜
粋
・

編
集
し
ま
し
た
。） 

中止を求める請願署名にご協力下さい。

用紙は中野事務所まで。（お届けします） 

 

 この制度は、７５歳以上の人を、

一律に「後期高齢者」と決めつけ、

７４歳以下とは切り離して、まったく

独立した医療保険に加入させるも

のです。いままで国民健康保険に

入っていた人も、健康保険や共済

組合の扶養家族になっていた人も、

新制度に移らなければなりません。    

 ねらいは「医療費がかかる」７５歳

以上の高齢者をひとまとめにし、

受けられる医療を制限することで、

医療費を抑えることにあります。高

齢者の医療への企業負担を軽くし

たい財界・大企業の要望にこたえ

るものでもあります。 

 

 ７５歳以上全員が、保険料を支払うことになります。年

金からの天引きが原則ですから、「分納」などの相談は

できません。年金額が１万５千円に満たない人は、

(窓口に)自分で収めます。新制度発足と同時に 65～74

歳の人の国保料も年金からの天引きとなります。厚労省

は「保険料は変わりません」と宣伝していますが、各地の

市区町村では「国保税より増税」(日野市広報)というとこ

ろも少なくありません。しかも、保険料は２年ごとに改定さ

れ、自動的に引き上げられます。 

 国民の批判を前に、政府・与党は保険料徴収を一部

「先送り」することを決めました。しかし、対象者は健康保

険や共済組合の扶養家族になっている高齢者だけ。１３

００万人の制度対象者のうち、約200万人にすぎません。大半

を占める国保加入者などは、４月から予定通り保険料

を徴収されます。 

 

 同じ病気を治療するにも「心身の特性がある」とし

て７４歳以下とは、医療の内容を区別する方針です。

医療機関に支払われる診療報酬（医療の値段）を

別体系にし、「包括払い（定額制）」にします。たと

えば、７５歳以上の患者にどんな検査や処置をして

も、医療機関に支払われる診療報酬は増えません。 

 入院治療では〝早く退院させる〟ことに重点を

置き、「終末期」でも患者に「過剰な延命治療はしな

い」という誓約書をとれば、診療報酬が増えるよう

にしています。 

【差別】世界でも例がない◇ 【負担】年金から徴収◇◇◇ 

【制限】診療内容を別体系◇◇◇ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《０８年３月の無料法律相談》 
村松みえ子事務所 午後６時～８時  
     ３月 ６日（木）    

市役所６階・共産党控室 午後１時～３時 

     ３月１３日（木）                         

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

         村松事務所 ℡582-0504  

         中野事務所 ℡599-3350 

呼びかけに「その話しは本当か…」 

     後期高齢者医療制度の中止を求める署名 就学援助の認定基準の切り下げは来年度見送りへ 
   

一
昨
年
発
表
し
た
「
第
三
次
行
革
大
綱
」

で
日
野
市
は
、
就
学
援
助
の
認
定
基
準
を

切
り
下
げ
る
方
針
を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、

来
年
度
は
見
送
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。 

 

就
学
援
助
制
度
は
「
義
務
教
育
は
無
償
」

と
し
た
憲
法
26
条
な
ど
に
基
づ
き
、
経
済
的

に
困
難
な
小
中
学
生
の
い
る
家
庭
に
、
学
用

品
や
入
学
準
備
金
、
給
食
費
、
医
療
費
な
ど

を
補
助
す
る
制
度
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
就
学

援
助
に
対
す
る
国
の
補
助
金
削
減
や
一
般

財
源
化
が
進
む
中
で
、
認
定
基
準
を
切
り

下
げ
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
日
野
市

で
も
、
す
で
に
「
第
二
次
行
革
」
で
生
活
保
護

基
準
の
一
・
五
倍
か
ら
一
・
三
倍
の
所
得
へ
認

定
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
基
準
を
更
に
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る

「
第
三
次
行
革
大
綱
」
に
対
し
て
は
、
保
護

者
か
ら
の
心
配
の
声
も
上
が
り
、
日
本
共
産

党
も
強
く
反
対
し
て
き
ま
し
た
。 

南
平
ヤ
マ
ダ
電
器
前
で
街
頭
署
名 

国
を
よ
く
す
る
会
、
健
康
友
の
会
と

中
野
あ
き
と
事
務
所
で(

１
月
19
日) 

 いま、お年寄りを邪魔者扱いするような後期

高齢者医療制度の４月実施が大問題になっ

ていますが、かつての東京都は全国に先が

けて老人医療を無料にしました。財政が楽だ

などとはいいませんが、いま、都の税収は大

幅に改善されています。問題は、税金をどう使

うのかです。私は、政治はこころが大切だと

おもうのです。 

来年度予算の二つの「最高」 

     

 東京都の来年度予算原案が発表されました。都税収入は 5 兆 5 千億

円で「過去最高」の見通しです。今年度最終補正予算額、約 4 千億円

と合わせてこれを都民のために振り向ければ、高齢者・障害者の医療

や福祉を充実させ、全国で最後となっている少人数学級を実現させる

ことが可能になります。 

 石原知事は正反対です。オリンピックをテコに大型開発優先で教育

予算は減額、中小企業予算はピーク時の５５％、福祉関係は後期高齢

者医療制度導入にともなう増を除くと横ばいです。 

 お忘れになったのか、知事選公約の中学３年生までの医療費の無料

化は予算にはありません。 

 もう一つの「過去最高」は、２兆９千億円の積立基金です。オリンピック

と大規模施設の改修・改築などのインフラ整備のための積立です。 

 国の政治が変わろうとしているとき、都政もこのままでいいはずはあり

ません。 2月20日から予算議会が始まります。 

 

民
営
化
計
画
、
延
期
・
見
直
し
へ 

 
 

 
 

 

保
護
者
の
運
動
が
市
政
を
動
か
す 

◇
三
万
五
千
を
超
す
署
名
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

集
ま
る
中
で 

  

日
野
市
は
、
今
年
四
月
に
予
定
し
て
い
た
九
ヶ
所
の

学
童
ク
ラ
ブ
の
民
営
化
と
、
多
摩
平
保
育
園
の
来
年

四
月
民
営
化
の
計
画
を
、
い
ず
れ
も
延
期
、
見
直
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

市
は
、
〇
六
年
一
〇
月
の
第
三
次
行
革
大
綱
で
、

保
育
園
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
民
営
化
を
計
画
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
保
護
者
の
声
を
聞
か
な
い
一
方
的
な

計
画
決
定
に
対
し
、
「
計
画
を
凍
結
し
、
保
護
者
が

参
加
す
る
場
で
民
営
化
の
是
非
も
含
め
た
計
画
策

定
」
を
求
め
る
運
動
が
大
き
く
広
が
り
、
三
万
五
千

筆
を
こ
す
請
願
署
名
が
市
議
会
に
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
運
動
が
広
が
っ
た
の
は
、
計
画
が
「
コ
ス
ト
削
減
」
の

観
点
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
、
「
保
護
者
に
議
論
の
場
に

入
っ
て
い
た
だ
い
て
進
め
て
い
き
た
い
」(

保
育
課
長)

の

約
束
を
ほ
ご
に
し
た
決
定
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
す
。 

 

◇
少
子
化
と
い
う
根
拠
も
崩
れ
る 

  

市
は
、
民
営
化
の
根
拠
と
し
て
「
少
子
化
が
進
行
し

て
、
定
員
割
れ
が
す
す
む
」
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

実
態
は
、
保
育
園
に
入
り
た
く
と
も
入
れ
な
い
待
機

児
童
が
解
消
さ
れ
て
な
く
、
多
摩
平
な
ど
開
発
が
進

む
地
域
で
は
、
公
立
保
育
園
の
廃
止
ど
こ
ろ
か
増
設

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

学
童
ク
ラ
ブ
で
も
、
大
規
模
・
過
密
学
童
の
解
消
な

ど
、
育
成
環
境
の
改
善
が
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
ど
ん
な
内
容
か
」
と
聞
い
て
筆

を
と
る
人
、
呼
び
か
け
の
ハ
ン
ド

マ
イ
ク
宣
伝
を
聞
き
、
「
あ
の
話

は
本
当
か
」
と
戻
っ
て
来
て
署

名
す
る
人
。「
ひ
ど
い
ね
。
知
っ
て

い
る
よ
」
と
、「
制
度
」
の
内
容
も

知
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。 

 

自
民
や
公
明
が
保
険
料
の
一

部
の
徴
収
の
「
先
送
り
」
を
決
め

た
の
も
、
「
制
度
」
の
破
綻
を
認

め
た
か
ら
で
す
。「
つ
な
ぎ
法
案
」

の
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
決
ま
っ
た

採
決
も
く
つ
が
え
り
ま
し
た
。

声
を
集
め
る
こ
と
が
「
中
止
」
の

決
め
手
と
な
り
ま
す
。 

旧平山台小学校の施設活用計画 
 昨年１２月、平山小との統合により廃校となった旧平山台

小の跡地活用について、説明会が行なわれました。説明

によると、「健康」と「地域コミュニティ」をテーマとした仮称

「市立健康コミュニティセンター」としての開設を予定してお

り、さわやか健康体操などの健康事業から、調理室を使っ

ての配食サービス、様々な多目的ルームの設置などの検

討をしているとのことです。 

 開設は今年５月以降の予定です。 


